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第１5４号

中山台コミュニティ中山台コミュニティ
ケアーホーム・ケアハウス「中山ちどり」（社会福祉法人晋栄福祉会）が、
「Uビジョン研究所（本間郁子理事長）」のサービスの質を保証する認証「悠」を取得されました。
Uビジョン研究所は福祉サービスの質の確保と向上を支援する公益財団法人で、「悠」はコンプライアンス順守、
虐待防止、人材育成などを抜き打ち調査、質の高い施設であることを確認したものに授与されます。
認証式には宝塚市役所、中山台コミュニティ、地元自治会などの代表も参加、本間理事長から
「中山ちどりは高齢者施設のフロントランナー。世界のトップクラスの施設」との認定理由が述べられ、
「きめ細かく、彩よく、いたわりの食事をつくっていることに感心した」と評価されました。

「中山ちどり」 が福祉サービス“悠”の認証

2023年度中山台コミュニティは次の体制で運営します

常任評議委員中山台コミュニティ役員
総会資料より（抜粋）

コミセン管理委員会

コミセン管理委員長 ： 松下 義弘   
コミセン管理委員 ： 日比野 俊彦、平原 雅明
　　　　　　　　   畑中  康治 、 吉本  隆章

ほかに、23名からなる
運営委員会があります。

＊＝常任評議会委員長 / ＊＊＝常任評議会副委員長
(注1)宝塚中山ヒルズは氏名の報告があり次第名簿に追記します。
(注2)地域の代表は、会則改定の承認後、当該地域に選出を依頼します。
(注3)運営委員会副委員長は 1 名欠員です。<会則第 14 条(役員の任務)1 項(8)による>

中山台コミュニティ地区防災計画
第3次改訂案を承認 【 宝塚市防災会議 】

中山台コミュニティは中山五月台中学校体育館(避難所)横に設置
している宝塚市防災倉庫の向かい側に防災倉庫を新設しました。

中山台コミュニティが宝塚市に提出していた「地区防災計画」第 3 次改訂案が 5 月に開催された
宝塚市防災会議で承認されました。コロナ禍、3 年にわたり論議してきた地区防災計画改訂はこれで
一応終了、中山台コミュニティは各地域、自治会が中心になった新たな 災害対策を構築していきます。

第 3 次改訂地区防災計画の主な内容は以下の通りです。
1 中山台コミュニティに「防災委員会」を設置する。構成員はコミュニティ役員、
   各自治会エリアから派遣された防災担当者。
2 防災訓練(安否確認、避難訓練)は自治会エリアごとに随時実施する。
3 中山台コミュニティは避難所運営訓練、情報伝対訓練などを可能な限り年1回程度実施する。
4 災害時は中山台コミュニティセンターに「災害対策総本部」を立ち上げる。
5 各自治会エリアは自主防災組織が活動を開始、各種情報は総本部に集約する。
   中山台コミュニティは 6 月の常任評議会で「防災委員会」を設置、
　各自治会と連携し、 組織、事業計画などの具体化に入っています。 

※「中山台コミュニティ地区防計画」は宝塚市ホームページにも掲載されています。

五月台中学校内に防災倉庫新設 ~各種防災資機材を保管~ 

保管は災害時に取り出しやすいように並び替え、生徒の皆さんが
各機材の箱に「ギリ一人( 中学生 )で持てます」「みんなで頑張ろう」
「負けるな」などと手書きし、思わぬアイデアで
作業は楽しいものになりました。中学生の皆さんに感謝 !!

これまで福祉施設 「中山ちどり」
に保管していただいていた
防災資機材を、5 月に実施した
中学生の職場体験
「トライや るウィーク」に参加した
生徒の協力を得て移設しました。


